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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内壁側面に目盛部を備えた炊飯器の内鍋であって、
　前記目盛部は、複数の屈曲部を有し内鍋の高さ方向に延びるジグザグ形状部を備え、
　前記屈曲部は、所定量を示す位置に設けられている
　ことを特徴とする炊飯器の内鍋。
【請求項２】
　前記目盛部は、所定間隔をおいて左右対称に配置された一対の前記ジグザグ形状部を備
えた
　ことを特徴とする請求項１記載の炊飯器の内鍋。
【請求項３】
　前記目盛部は、所定間隔をおいて平行に配置された一対の前記ジグザグ形状部を備えた
　ことを特徴とする請求項１記載の炊飯器の内鍋。
【請求項４】
　前記目盛部は、前記一対のジグザグ形状部で挟まれた領域に前記内鍋の側面とは異なる
色を付して形成された塗りつぶし部を備えた
　ことを特徴とする請求項２又は請求項３記載の炊飯器の内鍋。
【請求項５】
　前記目盛部は、
　前記一対のジグザグ形状部の向かい合う方向とは反対側に各ジグザグ形状部に近接して
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設けられた垂直線と、
　前記垂直線とこれに近接する前記ジグザグ形状部とで挟まれた領域に前記内鍋の側面と
は異なる色を付して形成された塗りつぶし部と、を備えた
　ことを特徴とする請求項２又は請求項３記載の炊飯器の内鍋。
【請求項６】
　前記塗りつぶし部に付した色と、前記内鍋の側面の色との明度差が、マンセル値におけ
る明度差４以上である
　ことを特徴とする請求項４又は請求項５記載の炊飯器の内鍋。
【請求項７】
　前記塗りつぶし部に付した色が白色である
　ことを特徴とする請求項４～請求項６のいずれか記載の炊飯器の内鍋。
【請求項８】
　同じ高さに位置する一方の前記ジグザグ形状部の屈曲部と、他方のジグザグ形状部の屈
曲部との間に、水平線を設けた
　ことを特徴とする請求項２～請求項７のいずれか記載の炊飯器の内鍋。
【請求項９】
　前記屈曲部の角度が鋭角である
　ことを特徴とする請求項１～請求項８のいずれか記載の炊飯器の内鍋。
【請求項１０】
　前記ジグザグ形状部の前記屈曲部の近傍に、その屈曲部が示す所定量を数値で表す数値
表示部を備えた
　ことを特徴とする請求項１～請求項９のいずれか記載の炊飯器の内鍋。
【請求項１１】
　前記ジグザグ形状部の各屈曲部は、米０．５合単位の水位を示す位置に設けられている
　ことを特徴とする請求項１～請求項１０のいずれか記載の炊飯器の内鍋。
【請求項１２】
　前記ジグザグ形状部の各屈曲部は、米１合単位の水位を示す位置に設けられている
　ことを特徴とする請求項１～請求項１０のいずれか記載の炊飯器の内鍋。
【請求項１３】
　被調理物を収容可能な内鍋と、
　上面が開口されて前記内鍋が着脱自在に収容される炊飯器本体と、
　前記炊飯器本体の上面開口部を開閉可能に覆う外蓋と、
　前記外蓋に着脱可能に装着され、前記内鍋の上面開口部を開閉可能に覆う内蓋と、
　前記内鍋を加熱する加熱手段と、を備え、
　前記内鍋として、請求項１～請求項１２のいずれか記載の炊飯器の内鍋を用いた
　ことを特徴とする炊飯器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内側面に水位目盛を備えた炊飯器の内鍋及びこの炊飯器の内鍋を備えた炊飯
器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　炊飯器の内鍋等の容器として、内容物の容量を示す水位目盛が設けられたものがある。
　従来の炊飯器の内鍋の水位目盛は、水位を示す直線と数字とを組み合わせて構成されて
いた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１０９０６号公報（図１）
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の炊飯器の内鍋に設けられた水位目盛は直線と数字とで構成されているが、この水
位目盛を使って水加減を行う際に、水位目盛の直線が細いと視認性が悪くなってしまう。
一方で、水位目盛の直線を太くすると、直線の上端・中央部・下端のどの位置に水位を合
わせればよいのか分からず、水加減が難しい。このため、結果的に正確な水加減を行うこ
とができず、例えば炊飯時の水加減を行う際には炊き上がりのご飯の状態に大きな影響を
及ぼすこともあった。
【０００５】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたものであり、正確な計量を容易
に行うことのできる目盛を備えた炊飯器の内鍋及びこの炊飯器の内鍋を備えた炊飯器を提
供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る炊飯器の内鍋は、内壁側面に目盛部を備えた炊飯器の内鍋であって、目盛
部は、複数の屈曲部を有し内鍋の高さ方向に延びるジグザグ形状部を備え、屈曲部は、所
定量を示す位置に設けられているものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る容器の目盛部は、所定量を示す位置に配置された複数の屈曲部を有するジ
グザグ形状部を備えたので、計量する際に目標となる位置が、屈曲部の１点に定められる
。このため、例えば従来のように太い線の水位目盛を設けた場合のような曖昧さを低減す
ることができる。また計量時には、計量対象物の上面が、ジグザグ形状部の辺と交わるこ
ととなるので、この交点を確認することでユーザは計量対象物の現在量を容易に把握でき
る。したがって、正確な計量を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る炊飯器の内鍋と水位目盛の説明図である。
【図２】実施の形態１に係る炊飯器の蓋体を開放した状態を示す斜視図である。
【図３】実施の形態１に係る水位目盛による水位調整の様子を説明する図である。
【図４】実施の形態２に係る水位目盛の説明図である。
【図５】実施の形態３に係る水位目盛の説明図である。
【図６】実施の形態４に係る水位目盛の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態１．
　図１は本発明の実施の形態１に係る炊飯器の内鍋と水位目盛の説明図、図２は実施の形
態１に係る炊飯器の蓋体を開放した状態を示す斜視図である。
【００１０】
（炊飯器の構成）
　図２において、炊飯器１００は、上部が開口された炊飯器本体１と、炊飯器本体１の上
部開口を開閉可能な蓋体２とを備える。炊飯器本体１は、その内部に内鍋１０を収納可能
な内鍋収納部が形成されている。
　蓋体２は、上蓋２ａと、上蓋２ａとの間にヒータ（図示せず）が設けられた中蓋２ｂと
、ほぼ凹状に形成されて上蓋２ａに着脱可能に装着される内蓋２ｃとを備え、ヒンジ（図
示せず）により炊飯器本体１に連結されて、炊飯器本体１の上部開口部を開閉する。内蓋
２ｃの外周側下面には、パッキン３が装着されている。パッキン３は、蓋体２により内鍋
１０を気密にシールするためのシール部材であり、ゴムなどの弾性を有する素材により構
成されている。蓋体２を閉めると、パッキン３の一部が内鍋１０の内部上部に入り込んで
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内鍋１０と内蓋２ｃとの隙間を埋め、内蓋２ｃと内鍋１０との密閉性を確保する。
【００１１】
　上蓋２ａの前面側には係止片４ａが、炊飯器本体１の前面側には係止部４ｂが設けられ
ており、蓋体２を閉め、係止片４ａを係止部４ｂに係止することで蓋体２と炊飯器本体１
とがロックされる。
　また、炊飯器本体１の前面側には操作部５が設けられており、ユーザはこの操作部５を
介して炊飯器１００に対する動作指示を行うことができる。
【００１２】
　炊飯器本体１の内部には、誘導加熱コイル６が設けられている。誘導加熱コイル６は、
内鍋１０を加熱する加熱手段であり、炊飯器本体１の内鍋収容部の下面近傍に設けられて
いる。また、炊飯器本体１の内部には、図示しない制御回路が設けられており、この制御
回路は、操作部５からの操作指示に基づいて予め格納されたプログラムに従い、誘導加熱
コイル６の駆動を制御する。また、炊飯器本体１の後部側には、誘導加熱コイル６等に電
力を供給するための電源コード７を備えている。
【００１３】
（内鍋の構成）
　図１において、（Ａ）は内鍋１０の断面模式図、（Ｂ）は水位目盛２０を拡大して示す
図である。
　内鍋１０は、側面部１１と底面部１２を有するほぼ有底円筒状をなし、側面部１１の上
端部外周にはフランジ１３が設けられている。また、内鍋１０の内壁面には、印刷あるい
は刻印により、水位目盛２０が設けられている。なお、本実施の形態１では、内鍋１０の
最大炊飯容量が５．５合である場合を例に説明する。
【００１４】
　水位目盛２０は、複数の屈曲部Ｓ１～Ｓ５、Ｔ１～Ｔ６を有するジグザグ部２１ａと、
ジグザグ部２１ａと所定間隔を置いた位置に左右対称に設けられたジグザグ部２１ｂと、
ジグザグ部２１ａと２１ｂとで挟まれた領域に彩色を施して形成された塗りつぶし部２２
と、数値表示部２３ａ～２３ｅとを備える。
　ジグザグ部２１ａとジグザグ部２１ｂは、内鍋１０の高さ方向に延びる向きで配置され
ている。ジグザグ部２１ａとジグザグ部２１ｂとの間の所定距離は、両者がひとまとまり
のものであると認識可能な程度の距離とするが、特に数値を限定するものではない。
【００１５】
　ジグザグ部２１ａ、２１ｂにおいて、これらが互いに向かい合う方向に突出している屈
曲部を、屈曲部Ｓ１～Ｓ５と称している。屈曲部Ｓ１～Ｓ５（以下、屈曲部Ｓと総称する
場合がある）は、それぞれ、炊飯する米の量が１合、２合、３合、４合、５合の場合に適
量となる水の水位を示している。
　また、ジグザグ部２１ａ、２１ｂにおいて、これらが互いに向かい合う方向と反対方向
に突出している屈曲部を、屈曲部Ｔ１～Ｔ６と称している。屈曲部Ｔ１～Ｔ６（以下、屈
曲部Ｔと総称する場合がある）は、炊飯する米の量が０．５合、１．５合、２．５合、３
．５合、４．５合、５．５合の場合に適量となる水の水位を示している。
　すなわち、屈曲部Ｓと屈曲部Ｔは、０．５合刻みで炊飯時の水位を示すように構成され
ている。
【００１６】
　また、屈曲部Ｓと屈曲部Ｔの屈曲角度は、鋭角となるように構成されている。
【００１７】
　塗りつぶし部２２は、ジグザグ部２１ａとジグザグ部２１ｂとによって挟まれた領域に
、彩色を施して形成されている。
　塗りつぶし部２２の色は、内鍋１０の側面部１１の内側の色との明度差が、マンセル値
における明度差４以上となるように構成されている。このようにすることで、視覚障害者
においても水位目盛２０の視認性を向上させることができる。
　また、塗りつぶし部２２の色は、白色とすることもできる。このようにすることで、内
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鍋１０内に水を入れたときに、水面が水位目盛２０の塗りつぶし部２２に写り込み、さら
に視認性を向上させることができる。
【００１８】
　屈曲部Ｓの真横であってジグザグ部２１ａ、２１ｂの近傍には、数値表示部２３ａ～２
３ｅ（以下、数値表示部２３と総称する場合がある）が設けられている。数値表示部２３
は、ジグザグ部２１ａ、２１ｂの屈曲部Ｓが示す水位を数値で表したものである。本実施
の形態１では、「１」「３」「５」についてはジグザグ部２１ａの近傍に、「２」「４」
についてはジグザグ部２１ｂの近傍に表示することで、数値表示部２３の数値の視認性を
向上させている。
【００１９】
（炊飯動作）
　次に、上記のように構成した内鍋１０を備えた炊飯器１００の動作について説明する。
　ユーザは、まず、米と適量の水を入れた内鍋１０を炊飯器本体１の炊飯器収容部に収容
し、蓋体２を閉じる。これにより、蓋体２に設けた係止片４ａが炊飯器本体１に設けた係
止部４ｂに係止され、蓋体２と炊飯器本体１とがロックされる。
　次に、操作部５の炊飯スイッチをＯＮすると、制御回路（図示せず）に組み込まれたプ
ログラムにしたがって、炊飯が開始される。炊飯スイッチがＯＮされるとまず予熱工程が
開始され、例えば４０～６０℃程度に内鍋１０が加熱される。所定の時間が経過すると、
炊飯工程に入る。炊飯工程では火力を上げて水を沸騰状態にし、内鍋１０内の水が無くな
るまで沸騰を続ける。内鍋１０内の水が無くなると、それまでの水の蒸発潜熱で消費され
ていた熱が内鍋１０の温度を上昇させることに使われるようになり、内鍋１０の温度が急
激に上昇する。この温度上昇を温度センサ（図示せず）で捉えて所定条件を満たすと炊飯
工程を終了し、以後は蒸らし工程に入る。そして、所定の時間が経過すると、保温工程に
移行し、炊飯を終了する。
【００２０】
（水位調節）
　次に、内鍋１０を使った水位調節動作及び水位目盛２０の作用について説明する。図３
は、本実施の形態１に係る水位目盛２０の作用を説明する図である。図３において、Ｌ１
、Ｌ２は水位を、Ｗ１、Ｗ２は水位位置における塗りつぶし部２２の幅（ジグザグ部２１
ａとジグザグ部２１ｂとの距離）を示している。
【００２１】
　水位調節を行う際には、まず、研いだ米を内鍋１０に入れ、その後、炊飯する米の量に
応じたおおよその量の水を入れ、続けて、目盛と水位とを見比べながら水を加減するのが
一般的である。
　本実施の形態１に係る水位目盛２０では、屈曲部Ｓと屈曲部Ｔが水位を示す。すなわち
、水位を示す位置は屈曲部Ｓあるいは屈曲部Ｔの１点であって、例えば従来のように太い
線の水位目盛を設けた場合のような曖昧さがない。また、ジグザグ部２１の屈曲部Ｓと屈
曲部Ｔとを結ぶ辺と水面とが交わることから、ユーザは水面とジグザグ部２１との交点を
確認することで現在の水位を容易に把握することができる。
【００２２】
　図３は、「３合」の位置に水位を合わせる様子を説明する図である。「３合」に水位を
合わせる場合、まず、おおよその量の水を入れて水位Ｌ１とした後、図３（Ｂ）に示すよ
うに「３合」の位置を示す屈曲部Ｓ３に水位Ｌ２を合わせるべく、少しずつ水を追加する
のが一般的である。このとき、水を追加して水位Ｌ１を上昇させるにつれ、水位位置にお
ける塗りつぶし部２２上の幅Ｗ１は徐々に小さくなっていく。この幅Ｗ１を確認すること
で、ユーザは水位の上昇度合いを容易に認識することができるので、水位調節を容易に行
うことができる。
　また、屈曲部Ｓと屈曲部Ｔは鋭角に形成されているので、鈍角に形成した場合と比べて
ジグザグ部２１を構成する各辺の傾斜が大きい。このため、水量を変化させたときの幅Ｗ
１、Ｗ２の変化量が大きく、この幅Ｗ１、Ｗ２を確認することでユーザはより容易に水位
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の変化を確認することができる。
【００２３】
　このように、本実施の形態１に係る水位目盛２０を備えた内鍋１０によれば、容易によ
り水位調節を行うことができるので、ユーザの使い勝手を向上させることができる。また
、内鍋１０によればより正確な水位調節が可能であるので、適切な水量でおいしいご飯を
炊くことができる。
【００２４】
　なお、図１及び図３では、ジグザグ部２１や数値表示部２３を実線で描いていて塗りつ
ぶし部２２とは異なる色を付しているように見えるが、これは、ジグザグ部２１や数値表
示部２３を見やすく描くためである。したがって、例えば、ジグザグ部２１を塗りつぶし
部２２と同じ色で構成してもよい。このことは、以降で説明する実施の形態においても同
様である。
【００２５】
実施の形態２．
　図４は、本発明の実施の形態２に係る内鍋の水位表示部の説明図である。本実施の形態
２では、水位表示部について、前述の実施の形態１との相違点を中心に説明する。
【００２６】
　図４において、水位目盛３０は、左右対称に設けられた一対のジグザグ部３１ａ、３１
ｂと、ジグザグ部３１ａとジグザグ部３１ｂとで挟まれた領域に彩色を施して構成された
塗りつぶし部３２と、数値表示部３３ａ～３３ｃとを備える。さらに、直線部３４ａ～３
４ｅを備えている。
【００２７】
　数値表示部３３ａ～３３ｃ（以下、数値表示部３３と総称する場合がある）は、屈曲部
Ｓが示す水位を数値で表したものであり、ここでは「１」「３」「５」の数値を表してい
る。数値表示部３３は、対向する一対のジグザグ部３１ａとジグザグ部３１ｂとの間（す
なわち、塗りつぶし部３２の上）に設けられている。本実施の形態２では、「２」「４」
の数値の記載を省いているが、設けてもよい。
【００２８】
　直線部３４ａ～３４ｅ（以下、直線部３４と総称する場合がある）は、対向する一対の
ジグザグ部３１ａとジグザグ部３１ｂとの間であって、互いに対応する屈曲部Ｓ同士ある
いは屈曲部Ｔ同士を接続するかのごとく、水平に形成された直線である。
【００２９】
　このように構成された水位目盛３０においても、前述の実施の形態１と同様の効果を得
ることができる。
　さらに、直線部３４を設けたので、ジグザグ部３１ａ、３１ｂの屈曲部同士の対応関係
が明確になる。また、数値表示部３３と直線部３４により、ジグザグ部３１ａ、３１ｂの
屈曲部Ｓと数値表示部３３の数値との対応関係も明確になる。このため、内鍋に水を入れ
る際、目標とする水位目盛及び現在の水位の視認性が向上し、水加減の調整を容易に行う
ことができる。
【００３０】
実施の形態３．
　図５は、本発明の実施の形態３に係る内鍋の水位表示部の説明図である。本実施の形態
３では、水位表示部について、前述の実施の形態１との相違点を中心に説明する。
【００３１】
　図５において、水位目盛４０は、左右対称に設けられた一対のジグザグ部４１ａ、４１
ｂと、ジグザグ部４１ａ、４１ｂの向かい合う方向とは反対側にジグザグ部４１ａ、４１
ｂにそれぞれ近接して設けられた垂直線４５ａ、４５ｂとを備える。また、ジグザグ部４
１ａと垂直線４５ａとで挟まれる領域に塗りつぶし部４６ａが、ジグザグ部４１ｂと垂直
線４５ｂとで挟まれる領域に塗りつぶし部４６ｂがそれぞれ設けられている。さらに、数
値表示部４３ａ～４３ｃと、直線部４４ａ～４４ｅとを備えている。
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【００３２】
　数値表示部４３ａ～４３ｃ（以下、数値表示部４３と総称する場合がある）は、それぞ
れ、前述の実施の形態２で説明した数値表示部３３ａ～３３ｃと同様の構成である。また
、直線部４４ａ～４４ｅ（以下、直線部４４と総称する場合がある）は、それぞれ、前述
の実施の形態２で説明した直線部３４ａ～３４ｅと同様の構成である。
　塗りつぶし部４６ａ、４６ｂは、内鍋の側面とは異なる彩色を施して構成されている。
【００３３】
　このように構成された水位目盛４０では、ジグザグ部４１ａとジグザグ部４１ｂとで挟
まれた領域に、前述の実施の形態１で説明した塗りつぶし部２２と同様の形状（図５のＰ
）を認識することができる。このため、塗りつぶし部４６ａ、４６ｂのように印刷による
塗りつぶし面積を小さくしつつも、前述の実施の形態１と同様の効果を得ることができる
。また、印刷による塗りつぶし面積を小さくすることができるので、印刷面の擦れやズレ
などの印刷不良を大幅に改善することができる。
　また、数値表示部４３と直線部４４とを設けたので、前述の実施の形態２と同様の効果
を得ることができる。
【００３４】
実施の形態４．
　図６は、本発明の実施の形態４に係る内鍋の水位表示部の説明図である。本実施の形態
４では、水位表示部について、前述の実施の形態１との相違点を中心に説明する。
【００３５】
　図６において、水位目盛５０は、所定間隔をおいて平行に設けられた一対のジグザグ部
５１ａ、５１ｂと、ジグザグ部５１ａとジグザグ部５１ｂとで挟まれた領域に彩色を施し
て構成された塗りつぶし部５２と、数値表示部５３ａ～５３ｋとを備える。
【００３６】
　ジグザグ部５１ａ、５１ｂは、それぞれ、複数の屈曲部Ｕ１～Ｕ５、Ｖ１～Ｖ６を備え
ている。なお、図６において、図面左側に突出する屈曲部を屈曲部Ｕ１～Ｕ５、図面右側
に突出する屈曲部を屈曲部Ｖ１～Ｖ６と称している。屈曲部Ｕ１～Ｕ５（以下、屈曲部Ｕ
と総称する場合がある）は、それぞれ、炊飯する米の量が１合、２合、３合、４合、５合
の場合に適量となる水の水位を示している。屈曲部Ｖ１～Ｖ６（以下、屈曲部Ｖと総称す
る場合がある）は、それぞれ、炊飯する米の量が０．５合、１．５合、２．５合、３．５
合、４．５合、５．５合の場合に適量となる水の水位を示している。すなわち、屈曲部Ｕ
と屈曲部Ｖは、０．５合刻みで水位を示すように構成されている。
　前述の実施の形態１と異なり、ジグザグ部５１ａ、５１ｂは平行に配置されているため
、塗りつぶし部５２は全体として稲妻形状で表されている。
【００３７】
　数値表示部５３ａ～５３ｅは、ジグザグ部５１ｂの右側近傍であって屈曲部Ｕの真横に
設けられており、ジグザグ部５１ｂの屈曲部Ｕが示す水位を数値で表している。数値表示
部５３ｆ～５３ｋは、ジグザグ部５１ａの左側近傍であって屈曲部Ｖの真横に設けられて
おり、ジグザグ部５１ａの屈曲部Ｖが示す水位を数値で表している。
【００３８】
　このように構成された水位目盛５０では、ジグザグ部５１ｂの屈曲部Ｕが１合単位の水
位を、ジグザグ部５１ａの屈曲部Ｖが０．５合単位の水位を、それぞれ示している。この
ため、１合単位の水位を調整するときにはジグザグ部５１ｂ側を、０．５合単位で水位を
調整するときにはジグザグ部５１ａ側をそれぞれ見ながら行うこととなる。すなわち、１
合単位での水位調節も０．５合単位での水位調節も、塗りつぶし部５２のくびれた部分に
水面が一致するようにして行うこととなる。塗りつぶし部５２のくびれた部分は視認性が
高いため、いずれの水位を調節する場合であっても容易に行うことができる。
【００３９】
　なお、上記説明では、本発明の水位目盛を備えた容器が炊飯器の内鍋である場合を例に
説明したが、調理に用いる計量カップのほか様々な計量カップに本発明の水位目盛を適用
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することができ、同様の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　炊飯器本体、２　蓋体、２ａ　上蓋、２ｂ　中蓋、２ｃ　内蓋、３　パッキン、４
ａ　係止片、４ｂ　係止部、５　操作部、６　誘導加熱コイル、７　電源コード、１０　
内鍋、１１　側面部、１２　底面部、１３　フランジ、２０　水位目盛、２１ａ、２１ｂ
　ジグザグ部、２２　塗りつぶし部、２３ａ～２３ｅ　数値表示部、３０　水位目盛、３
１ａ、３１ｂ　ジグザグ部、３２　塗りつぶし部、３３ａ～３３ｃ　数値表示部、３４ａ
～３４ｅ　直線部、４０　水位目盛、４１ａ、４１ｂ　ジグザグ部、４３ａ～４３ｃ　数
値表示部、４４ａ～４４ｅ　直線部、４５ａ、４５ｂ　垂直線、４６ａ、４６ｂ　塗りつ
ぶし部、５０　水位目盛、５１ａ、５１ｂ　ジグザグ部、５２　塗りつぶし部、５３ａ～
５３ｋ　数値表示部、１００　炊飯器、Ｓ１～Ｓ５　屈曲部、Ｔ１～Ｔ６　屈曲部、Ｕ１
～Ｕ５　屈曲部、Ｖ１～Ｖ６　屈曲部。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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